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要旨
　新学習指導要領では前文及び総則、各教科・領域等において教育課程全体
に関わる「持続可能な社会の創り手」の育成が、現代的教育課題の一つとし
て明記されている（ESD、SDGs）。これまでのいわゆる「持続可能な社会」
の担い手を創る教育は「総合的な学習の時間」や社会科学習の発展、地域・
環境教育等との関連で実践されることが多く、国語科をはじめ各教科での学
びとの構造的・系統性や学びの質的価値や深さ等を見取る評価基準・ルーブ
リック開発等の視点は依然として希薄なままであった。
　新課程の総則の趣旨を具体化する教育研究開発という点からも、特に、新
課程における教育課程構築の「要」とされる国語科学習と「持続可能な社会
の創り手」の育成が重要である。そのためには資質・能力育成、現代的な教
育課題探究、評価基準が明確でかつ創造的な「課題発見・解決能力」型の探
究学習システム、それ等の実践開発が求められている。
　本稿は小学校6年国語科学習を例に、「持続可能な社会の創り手」の育成
（SDGs）、児童の創造的な「課題発見・解決能力」（「『未来の教室』と EdTech
研究会　第2次提言」2019年6月25日経済産業省）を育てるとともに、教科を
学ぶ意義（見方・考え方）とのつながりが明確な総合的探究的学習システム、
評価方法の開発等の実践提案である。
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21　国語科で「探究」学習を行う意義―育てたい資質・能力とは？―
　新学習指導要領では、「何ができるようになるか」の明確化、「各学校に
　おけるカリキュラム・マネジメントの確立」「主体的・対話的で深い学び」
の視点による授業改善、大幅な「教科・科目構成の見直し」（高等学校）等と
ともに、習得・活用を踏まえた探究による創造的な「課題発見・解決能力」
の重要性が強調されている。これは、「総合的な学習の時間」（小中学校）「総
合的な探究の時間」（高校）の新たな時間設定にも反映されている。
　特に高校新課程での「古典探究」「地理探究」「世界史探究「理数探究」「総
合的な探究の時間」等、探究科目・探究学習が重視されていること、「基礎」
と称されている科目群との関係や小中学校の各教科や「総合的な学習の時間」
等を視野に入れた教育研究が必要である。例えば、幼稚園・保育園・小学校
からの系統的な教育課程構築を資質・能力育成と探究（統合・真正性・専門
性）の在り方、これ等の現代的な意義、カリキュラム評価・改善等について
今後検討していく必要がある
（注1）
。
　初等中等教育改革と大学教育改革、両者をつなぐ高校・大学入試改革等の
「一体化改革」に対応した教育研究のためにも、小学校からの系統性を考え
た資質・能力育成、探究学習の構想、教科の学びの価値・意義を踏まえた習
得・活用・探究の学習過程の再構築、「教科等横断的な学習」（汎用的な学習）
等を具体化した授業提案が重要となる
（注2）
。
2　創造的な「課題発見・解決能力」とは―21世紀の学校システムへ―
　複雑多様な価値観やフェイク（虚偽）ニュース、意図的な情報操作等が交
錯する現代の中で、私たちは真に自分らしくより良い生き方や感性、価値観
の創造が求められている。本稿における「課題発見・解決能力」は「未来の
教室ビジョン」
（注1）
や「教育のワールドクラス／21世紀の学校システムをつ
くる」（アンドレアス・シュライヒャー）
（注3）
等を踏まえ、ここでは身の周り
や社会に関わる課題を自分事として捉え、多様なテクストや情報・他者（先
哲や伝統文化、歴史等も含め）を批評的創造的に解釈、判断しながら粘り強
くより良い解決方法を試行錯誤しながら学び続ける資質・能力や態度（価値
観）、スキルの形成ととらえておきたい。
　児童にこのような創造的な「課題発見・解決能力」を身につけさせるため
には、（1）確かな「知識及び技能」の習得、学習の深い楽しさが味わえる授
業、（2）課題の発見や課題解決方法につながる「思考力、判断力、表現力等」
（活用）を育成する授業、（3）「質的に深い学び」に展開していくような、い
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わゆる「学びに向かう力、人間性等」を育むことができる授業を行っていく
必要がある。
3　なぜSDGsなのか―「持続可能な社会の担い手」を育成する責任―
　新学習指導要領の審議過程で2016年12月に発表された中央教育審議会の答
申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について」では、「持続可能な開発のための教育（ESD）
は次期学習指導要領改訂の全体において基盤となる理念」とある。答申に基
づき策定され2017年3月に公示された小・中学校学習指導要領では全体に関わ
る前文及び総則で「持続可能な社会の創り手」の育成が明記され、各教科に
おいても関連する内容が盛り込まれている。
　これは「持続可能な社会の担い手」を育てる教育が、新学習指導要領全体
の基盤となる理念の一つとして組み込まれたと理解することができる。これ
等の実践や学習内容、方法は「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善という改訂の方向性にも資するものであり「カリキュラム・マネジ
メント」の具体的な実践にもつながるものである
（注1・4）
。
　さらに、2016年から2030年までの国際的な目標で持続可能な世界を実現す
るための17のゴール、169のターゲットから構成される「持続可能な開発目標
（SDGs）」に注目したい。「教育が全ての SDGs の基礎」であり「全ての SDGs
が教育に期待」しているとも語られる
（注4）
。ESD・SDGs が掲げる目標を見据
えた教育を各教科でも行う必要がある。
4　創造的な「課題発見・解決能力」を育てる授業開発（加藤による実践）
―「自然に学ぶ暮らし」（光村図書・小学校6年）を例に―
（1）　教材の特質
　教材「自然に学ぶ暮らし」は、環境問題に詳しい工学者・石田秀輝の「自
然に学ぶことで持続可能な社会をつくる必要がある」という主張をもとに構
成されている説明的文章である
（注5）
。
　本文は「はじめ（話題提示）」「なか（具体例）」「まとめ（考察）」「むすび
（主張・一般化）」という基本的な論文型構成と読むことができる。本教材を一
つの情報モデルとして捉えることで、社会に対して筆者がどのような課題を
感じており、それをどのように解決しようとしているかという論理展開と、
課題発見・解決方法を学習することができる。こうした特質を活用する学習
過程を設定すれば自分自身が生きる社会の「課題を発見・解決方法」を考え
4る力を育むことができるだろう。
　さらに、現代的諸課題の発見・解決という観点から見た時、筆者の「自然
に学ぶことで持続可能な社会をつくる必要がある」という主張と自分の考え
を比べることは、2030年以降の未来を見据え、自分たちが生きる社会をどの
ようなものにしていきたいかを自分事と捉え、考え、表現させる活動につな
げることができる教材である。このような教材の特質を生かし、身の回りの
事象から「課題発見、解決」する力を育て、単なる知識・技能の習得と概念
化に留まらず、他教科や課題探究力に生かせるような統合化・メタ認知・批
判的思考等の汎用的な力を育てたい。
（2）　単元名の設定―児童に魅力的なパフォーマンス課題を―
　私たちが世界を変えていく。身の周り50㎝から生活と生き方を見直そう！
　―SDGs に挑戦、私たちは2030年に向けて、こう生きる！―
（3）　単元の目標―確かな読解から考えの形成・解釈、共有、創造へ―
①  「自然に学ぶ暮らし」（小6説明的文章教材、光村）を通して説明的文章を
読む楽しさや魅力、基本的な論理展開の型を理解できる。
　習得1 ・習得2 （学びの楽しさ、基礎から基本へ） 【知識・技能】
②  現代社会や世界が抱える課題を発見し、自分の立場から解決方法を考え、
「私は2030年に向けてこう生きる」レポートにまとめられる。
　活用1 （説明的文章の理解、現代社会への創造的な提案）
 【思考・判断・表現】
③  論理的なレポートの作成、発表、交流を通して学んだことについての考え
や課題を共有し、自分の提案を広げ、深め、他教科や生き方、価値観の形
成に生かすことができる。
　活用2 ・振り返り（主体的・対話的な学びから「深い学び」へ）
 【主体的に学習に取り組む態度】
（4）　単元の学習過程と指導の実際―習得から活用・探究へ―
　今回の改訂では「子供の学びの過程を質的に高めていくこと」が求められ
ている。そこで、国語科で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」
の確かな習得・活用、学びに向かう力・人間性等（の涵養）の実現のために、
学習過程の質的な改善を目指し、本実践では習得から活用・探究までを系統
的・段階的に構想した
（注6）
。
　学習段階は五段階で、「習得型学習1」は全教科の基盤となる言語能力を高
める段階。「習得型学習2」は国語科固有の基本となる言語能力を高める段階。
「活用・探究型学習1」はパフォーマンス課題に対する考えを創造的・論理的
に形成・論述する言語能力を高める段階。「活用・探究型学習2」は形成・論
5創造的な「課題発見・解決能力」を育てる探究型国語科学習■
述した考えを共有して考えを深化する言語能力を高める段階。最後に、学習
を振り返り、学びを一般化する段階としての「まとめ・振り返り学習」を行
い、学びの主体性の育成、メタ認知化を目指した。「習得・活用は整然とは
分けられない」「習得・活用・探究は学びのプロセスであり、学習段階では
ない」という御指摘もあるが、「習得・活用・探究という学びの過程」の中
で「言葉による見方・考え方」を働かせながら国語科としての学びを深めて
いけるように、あるいは児童にも教師にも到達度を鮮明にしたり、「習得」か
ら「探究」に向けた大きな飛躍を埋める、スモールステップを構成したりす
るためには、上記のような学習段階の設定が重要だと考えられる
（注7）
。
?  ?????1?????2??????????????????????
????????????????????
　 　導入では、現代社会が抱える課題について考える。特に、SDGs の観点
から、自分たちの社会の課題を見つけその解決が難しい理由を考える。ま
た、同時に目標を達成できたときに訪れる、便利なだけでなく誰にとって
も生きやすい世界について話し合い、SDGs を達成することについて、考
えさせる。その上で、これから学習する説明的文章は、「持続可能な社会」
を作ろうとしている筆者がまとめたものであることを知る。そして、筆者
の課題解決の方法について考えた上で、自分から世界と関わっていく方法
について考え、まとめていくという学習の流れを知り、目標をもつ。なお、
このままの生活を続けた場合の2030年の姿に対し、見通しと危機感をもて
る資料や SDGs についての資料を提示し、確かに現実に危機感をもつ必要
があるが、協力し合うことで素晴らしい世界をつくることができることを
おさえる。
　 　十分に目標設定をした後に、説明的文章教材の特徴、学習のポイントを
考える。まずは筆者の立場や専門性、問題意識等について知る。筆者につ
いて確認することで、論理展開や内容等が読み取りやすくなることを理解
させるためである。そして、本文を通読し、興味をもった部分、疑問に
思ったり学習を深めたいと思ったりした部分について感想を書く活動を行
う（【資料1】参照）。
?  ?????2?????3??????????????????????
?????????????????????????????????
??????????????????????????
　 　第3時は、新学習指導要領に示されている構造と内容の把握の学習とし
て、キーワードを確認しながら、論理的に構成された文章構成（テクスト
6形式のポイント）を理解する。文章全体の内容を理解させ、論理的な文章
を書く時の構成の仕方についても考えさせることで、後の学習へつなげる
（【資料2】参照）。
　 　第4時は、精査・解釈の学習として、筆者はその課題をどのように解決
しようとしているか（課題解決方法の特色）を話し合い、読み取る。特に、
筆者の「自然には驚くべき知恵や、過酷な環境でも生き抜くための戦略が
ある」というものの見方・考え方をおさえる。筆者の課題発見・解決方法
のプロセスについて学習することで、同様なロジックで自分の考えを形成
できるステップとしている（【資料3】参照）。
　 　第5時は、構成・表現形式の検討の学習として、筆者の考察と主張・一
般化について考える。そして、論理展開の方法・技術を自分たちの表現に
生かすために、レポートの構成、項目を考える。筆者の立場や専門性から
の主張、意見表明の技術を理解させた上で、自分たちの表現に生かす観点
を持たせたい（【資料4】参照）。
?  ????????1?4??????????????????????
?????SDGs?????????????????????????
?????????????????????????????????
??????????????????
　 　第6・7時は、 テーマの設定、 情報収集、 内容の検討 の学習として、
SDGs を達成するため、身の周りにある課題を発見し解決するための、自
然の生かし方について想像力（イメージを創造する力でもある）を働かせ
ながら、自由な発想で興味をもったものについて調べ、まとめる（自分で
書くレポートの「なか1」、「なか2」につながる学習。【資料5】参照）。この
時、筆者も関わっているネイチャーテック研究会の HP を参考に授業用に
編集し直した、「自動給水装置を備えたモロクトカゲ」、「自由自在に水分を
操るオクラ」等の自作の「自然の生かし方カード」資料を使用する（【資料
6～8】参照）。
　 　第8時は、内容の検討の学習として、調べた自然の生かし方についてグ
ループで検討する。その後、同様の目標を達成するために、自分の立場か
らできることについて考え、まとめる（自分で書くレポートの「むすび」
につながる学習。）。話し合い（評価、改善）の観点を載せた学習シートを
使用する。当事者意識を強く持たせ、身の周りで自分の意識の変革により
実現可能なことを探させる。一人でできることや効果は少なくともよいこ
とを伝える（【資料9】参照）。
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【資料1】筆者の立場・専門性の理解から、正しい読解へ（開発学習シート）
【資料2】構造と内容の把握（開発学習シート）
8【資料3】課題発見・解決能力のモデル学習（開発学習シート）
【資料4】考察・結論・一般化の学習から自己課題へ（開発学習シート）
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【資料5】自分の課題発見を構成にまとめる段階（開発学習シート）
【資料6】生き抜くための自然・生物の戦略1（開発教材）
10
【資料7】生き抜くための自然・生物の戦略2（開発教材）
【資料8】生き抜くための自然・生物の戦略3（開発教材）
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　 　第9時は、　　　　　　　　　の学習として、「私は2030年に向けてこう
生きる」レポートにまとめる。引用の仕方、参考文献の扱いについても指
導し、今後の学習につなげる。【資料10】は教科書の文例等も参考にした教
師のモデル原稿である。実際には、カタツムリの殻の仕組みを使った汚れ
ない街、ペンギンの羽毛の仕組みを使った防寒着やレインコート、湿度を
調整できるオクラの仕組みを使ったインフルエンザ予防、ゾウアザラシの
鼻の仕組みを使った節水システム、松ぼっくりの仕組みを使って機械を動
かす等、児童は様々な発想でレポートをまとめていた。
?  ????????2?3??????????????????????
?????????????????????????????
　 　第10時は、グループでレポートを発表し、互いの提案の良さや工夫、改
善点を共有、評価しながら、代表者を決める。提案の評価は以下の4観点。
①現代社会、世界への危機感が表れているか。②自然に対する驚きや発見、
共感から、自然に対する敬意や畏敬の念が表れているか。③課題解決の方
法に本質性、妥当性があるか。④読み手の生き方や自然への見方に変化を
与えるものだったか。
　 　第11・12時は、代表者によるパネルディスカッションを行い、お互いの
考えや提案の良さ、工夫、改善点を共有、評価、交流する。
?  ???????????1????????????????????
????????????????
　 　第13時は、考えの形成・深化の学習として、学習を通して学んだことや
課題を確認し、他教科への活用や自らの生き方、価値観等の面から学びを
自覚する。学習したことや、「むすび」に書いた自分の行動目標がどのよ
うに世界とつながっていくのか考え（価値付け、価値の創造）、まとめる。
学んだことの生かし方について意識させたり、自分の興味・関心、立場か
ら調べ、価値付けさせたりしたい。一人の行動の効果は小さくても、それ
は必ず世界とつながっていることを実感させることで、自らの価値観の形
成や生き方の更新につながると考える。この振り返りシートは、同時に児
童が自らの学習をメタ認知することができるための、ルーブリック（詳し
くは、「（6）」にて後述）にもなっている（【資料11】参照）。
（5）　指導案例
　一授業の指導の流れを指導案例として示す。本時は、6／13時の、教材文の
読み取りを終え、教材文の論理展開と筆者の課題解決の方法を学び、それを
考えの形成・深化
12
【資料9】情報を共有し、深い学びへ（開発学習シート）
【資料10】SDGs に挑戦―世界を変えるための提案―（開発学習シート）
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使って自分の考えを形成する授業である（【資料12】）。
（6）　学習評価の観点―ルーブリック（教師用・児童用）の開発―
　多様な文脈に応じた「テクスト形式」による学びの横断的汎用性を重視す
るために、到達目標に対応した、振り返りの新たな視点の再構築が必要とな
る。本実践では評価基準（ルーブリック）を8項目設定した。これらの項目を
活用することにより、学んだことを新たな発想や認識・価値観の形成に生か
す方法を明示したり、指導者の評価に生かしたりすることができる（【資料
13】参照）。
5　資質・能力を育てる探究学習（国語科）と児童の学びの姿
―現代的教育課題「持続可能な社会の担い手」の育成との関連から―
　習得から活用への段階的な学習過程を組むこと、筆者の課題発見・解決方
法を教材文から読み取り、同じ方法で自分の考えを形成するステップを踏ん
だこと、そして、SDGs に挑戦するというパフォーマンス課題（目的意識）を
持ち教材に取り組むことで、児童は無理なく自分の考えを形成し、級友と考
えの共有、学び合いをすることができていた
（注8・9）
。
　全体的に筆者の考え方、課題発見・解決方法や論理展開を理解し、他者と
考えを比較したり、深めたりすることができた多様で個性的な児童の姿が見
られた。児童の主な振り返りの記述とそれ等への考察を記述する。
（1） 　「筆者の考えを自分の考えに生かす方法が分かった」「自然を自分の生活
に取り入れるなんて考えたことがなかったけれど、筆者が言うように、自
然にはたくさんのすごいところがあるから、もっともっと自然から学ぶ
といいと思った」「自分の身の回りには、自然を生かして課題を解決して
いるものがたくさんあると分かった。これからも注意して見てみたい。」
（考察…筆者の課題意識との対話、自分事として、教材の「見方・考え方」
のメタ認知化、自然のすごさや偉大さに学ぶ姿勢と態度等）。
（2） 　「友達の自然の生かし方は、自分の考えたものと全然違った。同じ自然
を選んでいても違ったし、違うものの生かし方の発想もおもしろかった。
みんなの意見を聞けて良かったし、聞いてもらって、『なるほどね』『おも
しろいね』と言ってもらえてうれしかった」「困った時や、何か解決しな
くてはいけない時に、今回の授業のような流れで考えたり、自然を生か
してみるという考え方をしたりしてみたい。」（考察…情報の共有と考察、
友達の価値（見方・考え方）の発見、創造的な「課題発見・解決能力」の
自覚化、自然に学ぶこと生き方等）新学習指導要領では教育課程全体に関
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わる前文及び総則、各教科・領域等において現代的教育課題の一つとして
の「持続可能な社会の創り手」の育成が明記されている（ESD、SDGs）。
これまでも「教科横断的な」学習は教科でつける資質・能力とともに「教
科を超えて身につける必要のある現代的な資質・能力」（批判的思考や論
述・プレゼンテーション能力、リジリエンス等の社会情動的スキル、異文
化理解・情報リテラシー等のいわゆる汎用的スキル）として提言され実践
されてきている
（注3・7・8）
。
 　 　しかし、いわゆる「持続可能な社会」の担い手を創る教育は「総合的な
学習の時間」や社会科学習の発展、地域・郷土学習、環境教育等との関連
で実践されることが多く、国語科をはじめ各教科での学びとの構造的・系
統性や学びの質的価値や深さ等を見取る評価基準・ルーブリック開発等の
視点は依然として希薄なままであった。
 　 　新課程の総則の趣旨を具体化する教育研究開発という点からも、特に、
新課程における教育課程構築の「要」とされる国語科学習と「持続可能な
社会の創り手」の育成を、資質・能力育成、現代的な教育課題探究、評価
基準が明確でかつ創造的な「課題発見・解決能力」型の探究学習システ
ム、それ等の実践開発が求められていると言うことができるだろう。
 　 　これは同時に、国語科学習で、SDGs の観点から身の周りや社会全体に
関わる課題を自分の立場や他者との対話、批判的思考をはたらかせて発
見し、解決するためのより良い方法を創り出す力（創造的な「課題発見・
解決能力」）を育成したり、児童一人ひとりを未来を創る当事者（チェン
ジメイカー）として育成（「『未来の教室』と EdTech 研究会　第2次提言」
2019年6月25日経済産業省）する方法の具体的な実践提案でもある。
 　 　本稿は小学校6年国語科学習を例に、「持続可能な社会の創り手」の育成
（SDGs）、児童の創造的な「課題発見・解決能力」
（注1）
を育てるとともに、
教科を学ぶ意義（見方・考え方）とのつながりが明確な総合的探究的学習
システム、評価方法の開発等の実践提案である。
 　 　なお、本稿では学習を新たな発想や認識・価値観の形成に生かす方法を
明示したり指導者の評価に生かしたりできるような学習評価基準として、
「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三
観点について、教師用・児童用、それぞれの具体的な評価基準（ルーブ
リック）を開発し実践したことも特色の一つである
（注9）
。
 　 　今回は小学校6年教材を例にモデル的に1単元構想の実践を行った。こ
れ等は私の課題でもあるが、今後はカリキュラム・マネジメントの3つの
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側面を生かした国語科からの（各教科からの）「教科等横断的な」実践や
より効果的な PDCA サイクルの構築、地域社会や伝統文化・歴史とのつ
ながり等も含めた、幼稚園・保育園から高校・大学までの系統的な授業提
案、「資質・能力を育成する」ビジョンと戦略、本質的で妥当な評価方法
開発が必要となるのではないか。本稿はそのための実践的試論でもある
（注3）
。
6　おわりに―未知の課題に立ち向かう勇気と資質・能力の育成―
　これから、私たちは前例のない「超高齢化社会」や「超スマート社会
（Society5.0）」の中をより人間らしく幸福になるために生きることが問われて
くる
（注1）
。社会構造の急速な変革による社会の様々な前提が崩れ、過去の成功
体験が通用しなくなると言われている、誰もが創造的な「課題発見・解決力
（チェンジメイカーの資質）」
（注1）
を手にする、身に付けられる機会を教育の
場から再構築する必要がある。
　子どもたち一人ひとりを未来を創る当事者として、より良い幸福な生き方
を探究できるように育てるためには、一つには本稿で問題提起したような各
教科での探究的学習や資質・能力を評価するパフォーマンス課題・ルーブリッ
クの在り方等を充実させていかなければいけないだろう。
　本稿は、そんな未知の課題に勇気を持って立ち向かうことができる子ども
たちに必要な資質・能力を育成するための教育実践の一例を提案した。なお、
開発した全学習シートの例示や実際に児童が記述した学習シートの分析や考
察、児童の学びの過程や変化・変容等の詳細については、紙面の関係で十分
に論じられなかった。別稿を期したい。
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【資料11】メタ認知のための児童用ルーブリック8項目（開発学習シート）
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【資料12】「自然の驚くべきすごさから・・・」学習指導過程例
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【資料13】本単元全体のルーブリック8項目・教師用
19
創造的な「課題発見・解決能力」を育てる探究型国語科学習■
付記
　本稿は、佐藤洋一（研究発表）「『総合的な学習の時間の指導法』における
『生き方』と資質・能力育成―『見方・考え方』の活用、『多様な角度から俯
瞰し課題を探究する学び』へ―」（日本教材学会東海・近畿・北陸支部研究
会、2019年3月中部大学名古屋キャンパス）等の理論的提案を基に、加藤洋佑
による公開授業研究会提案・模擬授業と討議等の骨子をまとめた（「21世紀型
教育研究会、2018年度公開授業研究会」2019年2月11日・ウインクあいち）。
授業は加藤の勤務校である愛知教育大学附属名古屋小学校・担任学級でのも
のである。
　佐藤は1～3、13～19頁と全体に関わり、加藤は3～18頁執筆と授業実践、教
材開発・学習シート開発等を行った。
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